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Research Category Grant-in-Aid for Encouragement of Scientists
Allocation Type Single-year Grants
Research Field ⼯学Ⅰ(機械系)
Research Institution Kanazawa University
Principal Investigator 菊地 遵⼀   ⾦沢⼤学, 技術⽀援センター, 技術専⾨員
Project Period (FY) 2013-04-01 – 2014-03-31
Project Status Completed (Fiscal Year 2013)
Budget Amount *help ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000)
Fiscal Year 2013: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000)
Keywords 結索機 / 結び⽬ / 紐挙動解析
Research Abstract 1. 研究⽬的 
2012年から紐の結び⽬経路を形成した割型に, 紐を導⼊し結び⽬を得る結索⽅法を⽤いた⾃動結索装置の開発を⾏っている. 結び⽬を形成する場合, 割型に導⼊
した紐の各端を, 適切な張⼒を与えつつ適切な順序で移動させる必要があるが, これまでの研究では均⼀な結び⽬を恒常的に得ることが困難であった. 本研究で
は, 型離間後の紐挙動解析を⾏うことで均⼀な結び⽬を恒常的に得る締め込み⽅法と, 機構の開発を⽬的とする. 
2. 研究概要 
1)結び⽬経路の異なる割型を設置した2種類の, 2重機結び⾃動結索装置を⽤いて, 型離間から締め込みまでの紐挙動解析を⾏った. 先ず, 紐(ナイロン製φ2.5㎜)





①実際に⼿で結索した結び⽬と同じ良好な結び⽬ ②良好な結び⽬にライデマイスター変形かある結び⽬ ③結び⽬はできているが形が崩れている結び⽬ ④結び
⽬に輪ができている ⑤結び⽬が出来ていない 
3. 研究成果と課題 
2重機結び結索における型離間から締め込みまでの, 紐の挙動を⼆次元的に解析することができた. また, 使⽤した割型は4分割で, 1個の型が固定されており, 締
め込みは他の3個の移動型の内, 2個だけが⾏うが, 解析により締め込み移動距離のほぼ中間地点に締め込み型が移動(約5.7秒)した時, 紐先端から500㎜の点が,
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